




<目的> 

 胎児は母体子宮内において活発に行動し,その一部は母体行動による影響を受けること

が知られている。胎児呼吸様運動の日内リズムが母体の食物摂取と強く関連していること

はその一例である。その他の母体行動に関しても胎児の行動に影響を与えている可能性が

あり,行動そのものがその個体の発達に重要な役割を演ずるものであるとすれば,母体行動

も胎児発達に大きな意味を有するものと言える。 

 しかしながら,方法論的な制約のためこの方面の研究は充分に行なわれてはいない。大き

な制約となっているのは胎児行動をいかに観察するかという点であり,超音波断層法を用

いる方法は最も詳細な情報を提供し得るが,母体の安静臥床が必要であり,今回の研究テー

マには不適当である。その他の方法に関しても,従来行なわれている胎児行動モニター法で

は得られる情報そのものが母体行動により強い影響を受けてしまい,利用することができ

ない。 

 胎児心拍数は胎児の運動に伴い一過性に変動することが知られており、また胎児の連続

的左吸畷様運動が心拍数曲線上のサインカーブ状パタンを伴っていることが報告され,胎

児行動と心拍数変動パタンとは密接な関連性を有することが推察される。最近の胎児心拍

数計は分娩時に連続使用され、母体の運きによっても記録上の障害を受けにくいように開

発されており,もし胎児行動と心拍数変動とが密接な関連性を有し,心拍数変動をみること

により胎児の行動状態を推測できるとすれば,母体行動が胎児行動に及ぼす影響を心拍数

変動を観察することにより検討することが可能である。 

 今回は胎児行動と心拍数変動とがいかなる関連性を有するかにつき検討した。 


